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パワーポイントでの講義 
情報教育センター所長 福永文美夫 
 ４月に情報教育センター所長を拝命した。私はこのセンターの教室を講義で利用し
たことがなかったが、パソコンを扱うことは嫌いではなかった。しかしながら、これ
までセンター以外の教室の講義でもパソコンを使用したことはなかった。 
今年度から私も遅まきながらパワーポイントを使って講義をしている。それは、情
報教育センター所長になるからではなく、新しい科目を受け持たねばならないことに
なったので、試しにパワーポイントというプレゼンソフトを使って講義しようと思っ
たからである。 
 しかし、これが想像以上にたいへんな作業であった。教科書は決めていたが、それ
をレジュメにしただけではパワーポイントというビジュアル性に優れたソフトを使う
意味がない。つまり、フォントを変えたり色づけをしたり図や写真や動画をつけたり
することができるので、自ずと力が入ってしまい、よりよく見やすいように工夫を凝
らしてしまうのである。以前までならば、講義ノートに基づいて話しをして、随時板
書していればよかったのであるが、そうは行かなくなった。講義の準備は予定よりも
大幅に時間がかかってしまった。私は講義の準備に入った段階で「しまった」と思っ
たが、すでに遅かった。パワーポイントで講義されておられる先生方はおわかりのよ
うに、このプレゼンソフトは洗練されていて見栄えが良いので、自分も頑張ろうと思
ってしまうのである。これでいいだろうと思っても後からになって、あーしよう、こ
うしようと考えてしまう。キリがないのである。 
 また、講義がすすむにつれてわかってきたことがある。それは学生が板書で講義を
している時よりも、メモをしなくなることである。講義の初めにハンドアウトの資料
を配布しているが、その資料を受け取ると安心するのか、机に伏して講義を聞いてい
ない学生が多くなった。そこでまた、こちらの工夫が必要となる。スライド資料の穴
埋めというクイズを考えることになる。資料のところどころ穴埋めにして学生に考え
させて答えを書かせるのである。パワーポイントで講義されている先生方は、当たり
前の仕事だと思われるであろうが、何しろ私は初めての経験であった。学会報告では
何度もパワーポイントでプレゼンしているが、穴埋めなどは必要ない。学生への講義
だからこそ必要なのだろう。この作業でまた時間がかかってしまった。 
 このように果てしなく講義の準備に追われているが、今どきの大学生にはこれくら
い準備をかけた方がいいのかもしれない。昔の大学教員のように、自分の書いた著書
を朗々と読んでいればそれで済んだ時代はとっくに終わっている。講義で学生を楽し
ませることもある程度必要であると、つくづく実感している。最近は、どのようにす
れば学生が喜んでくれるかを考えて、講義の準備をすることにしている。  
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